
○権利譲渡契約・実施許諾契約・共同研究開発契約件数（シーズの企業導出件数※１）
目標値：（130 件／年）（2025～2029 年度累計 650 件）
2025年度：158 件

○治験に至った件数
AMED 支援による研究成果を活用して治験へ移行した課題、又は AMED 支援により治験を
実施した課題。
目標値：（60 件／年）（2025～2029 年度累計 300 件）
2025年度：111 件

○優れたシーズの発展・継続支援件数
AMED 内の事業間の連続的支援数。同一事業内での課題の受け渡しも含む。
目標値：（120 件／年）（2025～2029 年度累計 600 件）
2025年度：166 件

○医療研究分野の論文数※２（Top1％論文）
目標値：（120 件／年）（2025～2029 年累計 600 件）
2025年度：86 件

○医療研究分野の論文数※２（Top10％論文）
目標値：（850 件／年）（2025～2029 年累計 4,250 件）
2025年度：599 件

○医療研究分野の全論文数※２

2025年度：5,585 件

• AMEDによる支援を中心に、基礎から実用化まで
一貫として、医療分野の研究開発を推進した。

• ムーンショット型研究開発事業の目標７は、健康
寿命を延伸し平均寿命との差を短縮することを目
標に掲げ、「慢性炎症の制御」を軸に、多様な切
り口から加齢に伴う疾患克服に向けた研究開発を
進めており、基礎研究において多くの成果を創出
した。プログラムの５年目評価も実施し、ポート
フォリオの最適化も図った。

• 優れた研究シーズを実用化に向けて加速させるた
め、AMEDの各事業間を切れ目なく支援するため
の仕組み（ペアリング・マッチング）を導入した。

• AMEDは日本製薬工業協会と連携協定を締結し、
革新的新薬の創出を戦略的に推進するための取組
（AND-E）を新たに開始した。

• アウトプット指標の「治験に至った件数」や「優
れたシーズの発展・連続支援件数」が目標値を上
回ったことは、実用化を見据えた研究支援が着実
に進展している結果と考える。

※１ AMED支援による研究シーズの企業導出件数を計数している
※２ AMED支援による研究成果の論文掲載数を「医療研究分野の論文数」として計数している

主要施策の進捗状況 KPIの達成状況を図るアウトプット指標

• 平均寿命の増加分を上回る健康寿命の増加
• 医療水準の向上を目指すとともに、我が国の経済成長につながる研究開発の成果が創出で
きるよう、基礎研究を安定的・継続的に支援するとともに、その成果が絶え間なく
企業導出される仕組みの構築を目指す。
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日本医療研究開発機構審議会（第22回）
資料３：AMED第３期における取組について
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健康・医療分野におけるムーンショット型研究開等事業

• 困難だが実現すれば大きなインパクトが期待される社会課題等を対象とした野心的な目標及び構想を国が策定。目標の達成に向け、
従来技術の延長にない、より大胆な発想に基づく挑戦的な研究開発（ムーンショット）を推進。総合科学技術・イノベーション会議で
定めたムーンショット目標とも連携しつつ、関係省庁が一体となって研究開発を推進。 【健康・医療分野におけるムーンショット型研究開
発事業】

• 単独のアカデミアや企業では取り組みにくい研究開発領域について、複数年にわたる幅広い産学官連携を通じたオープンイノベーションに
より、難病・希少疾病を含む医療上の必要性が高く特に緊要な医薬品、医療機器等の革新的な研究開発の実現を目指す。 【革新
的医療技術研究開発推進事業（産学官共同型）】

○ 令和元年度補正（AIMGAINと合わせて100億円）、３年度補正（50億円）、
５年度補正（365億円）により、AMEDに基金造成

○ 計４回の公募並びに採択後３年目及び５年目の外部評価を経てポートフォリオ
の構築・見直しを行い、10の研究課題を推進

○ 令和７年11月、健康・医療戦略推進本部において目標７の６年目以降の継続
を決定

○ 引き続きムーンショットらしい基礎研究を続けるとともに、成果の実用化・社
会実装の取組を加速

令和８年度予算額：2.83億円（文、厚、経）
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ムーンショット目標７：2040年までに、主要な疾患を予防・克服し
100歳まで健康不安なく人生を楽しむためのサステイナブルな医療・
介護システムを実現

FS FS

睡眠改善による
脳の認知機能制御
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革新的医療技術研究開発推進事業（産学官共同型）（AIMGAIN）

○ 令和元年度補正（MSと合わせて100億円）、４年度補正80億円）、７
年度補正（120億円）により、AMEDに基金造成

○ 複数の大学等と複数企業の連携による共同研究を、企業が提供するリソースと
AMED委託費を組み合わせて実施

○ 計４回の公募及び中間評価による見直しを経て、14の研究課題を推進
○ 令和７年度補正において、ドラッグラグ・ロスの解消に向け、難病・希
少疾病を対象に、スタートアップ等が実施する日本を含む国際共同治験
に必要な経費の一部をマイルストーン型で補助する「グローバルタイ
プ」を新設

国際共同治験の
準備（規制当局
との相談等）

AMED

採択時支援 マイルストーン達成確認

日本を含む国際
共同治験の実施

AMED

スタートアップ
中堅製薬企業

国内CRO・医療機関等

【グローバルタイプの事業イメージ】
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